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                              《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 緩 勾 配 屋 根 の積 雪 荷 重 割 増 係 数 に対 応  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緩 勾 配 屋 根 の積 雪 後 の降 ⾬ を考 慮 した積 雪 荷 重 の割 増 係 数 の算 出 に対 応 しました。 
 
① 〔設 定 〕－〔物 件 設 定 〕をクリックします。｢ＳＴＲＵＣＴＵＲＥ設 定 」のダイアログが表 ⽰ されます。 
② ｢実 ⾏ モード｣をクリックします。 
③ ｢荷 重 計 算 ｣タブを選 択 し、「緩 勾 配 屋 根 の検 討 をする」にチェックを付 けて「了 解 」をクリックします。 
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②
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 《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 緩 勾 配 屋 根 の積 雪 荷 重 割 増 係 数 に対 応  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜対 象 建 築 物 ＞（以 下 のいずれにも該 当 するもの） 
・多 雪 区 域 以 外 の区 域 にある建 築 物 （垂 直 積 雪 量 が１５cm 以 上 の区 域 に限 る）

・以 下 の屋 根 を有 する建 築 物  
 ・⼤ スパン（棟 から軒 までの⻑ さが１０ｍ以 上 ） 

 ・緩 勾 配 （15 度 以 下 ） 

 ・屋 根 重 量 が軽 い（屋 根 版 がＲＣ造 またはＳＲＣ造 でないもの） 

【平 成 １９年 国 ⼟ 交 通 省 告 ⽰ 第 ５９４号 第 ２第 三 号 ホ】 

積雪 荷 重に積 雪後 の降⾬ を考慮 した割増 係数 を乗ずる建築 物 について 

割 増 係 数 （α）＝0.7+ 屋 根 勾 配 と棟 から軒 までの⻑ さに応 じた値 （dr） √ 屋 根 形 状 係 数 （μb）×垂 直 積 雪 量 ︓単 位 m（d） 
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＜対 象 建 築 物 ＞に該 当 する屋 根 は、 

緩 勾 配 屋 根 の割 増 係 数 （α）を算 出  

し、短 期 積 雪 荷 重 に乗 じた短 期 積 雪  

荷 重 で梁 成 検 討 を⾏ います。 

＜対 象 建 築 物 ＞に該 当 する屋 根  

《 躯 体 性 能 （ＳＴＲ２Ｆ）》 
 緩 勾 配 屋 根 の積 雪 荷 重 割 増 係 数 に対 応  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【１.⼀ 般 概 要 】 


